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核兵器の廃絶は世界諸国民の圧倒的な声！ 
 昨年 7 月 7 日に国連加盟国の約３分

の２（122カ国）が賛成して歴史的な核

兵器禁止条約が採択されました。 

ヒロシマ･ナガサキの被爆者をはじ

め核保有国の理不尽な核実験によって

深刻な被害を被った被爆者達の強い思

いが託された条約です。さらには核兵

器廃絶国際キャンペーン“ＩＣＡＮ”が

ノーベル平和賞受賞を受賞するなど、

今では核兵器廃絶は世界諸国民の圧倒

的な声となっています。       雨中を行進する建交労神奈川県本部の伊藤委員長 

しかし、世界で唯一の戦争被爆国である日本の歴代自民党政権は核兵器廃絶どころ

かアメリカの核に依存する姿勢をつづけ昨年の核兵器禁止条約にも反対し“ＩＣＡＮ”

事務局長の面談さえ拒否する破廉恥な行動が国際的な“ひんしゅく”を買いました。 

東京の仲間を出迎える神奈川の平和大行進 

神奈川県内の平和大行進を成功させよう！ 
一方、ヒロシマ・長崎での８月の原水爆禁止世界大会や全国での国民平和大行進は

核廃絶の世界的な流れをつくるうえで大きな役割をはたしてきました。 

今年の平和大行進も５月６日に東京夢の島公園をスタートし、７日の午後に神奈川

県内に入りました。雨が降りしきる多摩川の六郷橋を渡って神奈川県に入った東京の

仲間は川崎市内の稲毛公園で出迎えた神奈川の仲間に行進のバトンを渡しました。 

東京からの建交労の行進者は、労職部会（中央本部）の藤好重哲さん（写真左）と

東京都本部の笹原和樹さん（写真中央）。 

神奈川からは県本部の伊藤委員長（写真

右側）と県南支部の赤羽組合員が出迎えま

した。神奈川の平和行進は 19日に静岡の仲

間に引き継ぐまで県内各地を回わりながら

核兵器禁止・廃絶を訴えます（別紙参照）。 

日本政府に核兵器禁止条約を批准させ、

核廃絶を実現させるため県南支部の各分会

は積極的に平和行進に参加してください。 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2


 

 

 


